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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、健康づくり・介護予防をきっかけとした互助型コミュニティを形成
するための要素を明らかにすることである。「互助」に関する文献をもとに、概念分析を実施し、互助の特性・
属性を、【住民や住民集団が生活課題を解決し合う行為】と定めた。次に、「互助」の概念に則り、千葉県柏市
の豊四季台団地、東京都奥多摩町のふれあい農園をフィールドに介入研究を進め、互助型コミュニティ活動のフ
ァシリテーションのポイントを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to explore the factors to foster “
mutual-help” community. First, we conducted a concept analysis for “mutual-help (gojo in
Japanese).” Second, based on the concept of “mutual-help” that we identified, we performed 
intervention studies to investigate an effective facilitation for active “mutual-help” community 
activities in two suburban areas.

研究分野：ネオ・ジェロントロジー
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、高齢社会における互助型コミュニティの構築方法のヒントを探ったものである。将来、都市部も地方
部も高齢化率がさらに上昇していく。様々な機能が低下した高齢者が多くなるため、住民が抱える問題や困りご
とに対して、コミュニティとして対応していく必要が出てくる。本研究で明らかにした互助型コミュニティ形成
を促す手法は、日本各地、および今後高齢化が進展するアジア諸国へのインパクトも大きいと考えられる。
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１．研究開始当初の背景 
 

2015年の介護保険改正に伴い、中学校区程度を単位とし、医療・介護・介護予防・生活支
援・住まいの複数の要素を組み合わせ、住民に切れ目ないサービスを提供する地域包括ケア
システムの構築が全国の自治体で進められている。しかし、どの自治体も手探りの状態であ
り、地域・住民特性に応じた地域包括ケアシステムを構築するための方法論の確立が求めら
れている。 
地域包括ケアシステムを考える上で、住民相互の助け合いや自主的なサポート活動を含
めた互助体制の整備が重要となる。先行研究では、互助体制が存在、あるいはその素地があ
る地域の方が、高齢者をはじめとする住民の健康状態や QOL等に良い影響があることが実
証されている。しかしながら、実際に「地域での互助体制をどう作り上げるか」という視点
での実証研究は極めて少ない。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、健康づくり・介護予防をきっかけとした互助型コミュニティを形成するため
の要素を明らかにすることを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
 
互助概念の明確化 
 「互助」に関する文献をもとに、概念分析を実施した。概念分析には、概念の特徴を、先
行要件、特性・属性、帰結によって明らかにする Rogers（2000）の手法を用いた。 
 
互助型コミュニティ形成のためのファシリテーションの探索 
上述の「互助」の概念に則り、千葉県柏市の豊四季台団地、東京都奥多摩町のふれあい
農園をフィールドに介入研究を進め、互助型コミュニティ活動のファシリテーションのポ
イントを明らかにした。 
 
 
４．研究成果 
 
互助概念の明確化 
互助の特性・属性として、【住民や住民集団が生活課題を解決し合う行為】が挙げられた。
先行要件（互助の形成に影響する要因）として、【住民間の交流の存在】【自助や共助・公助
のみでは解決できない生活課題の存在】【生活課題の共有】【生活課題に対する共感体験】【生
活課題を互いに補おうとする自発的な意識の出現】【互助を推進する主体や仕組みの存在】
という 6つのカテゴリが挙げられた。最後に、帰結（互助の形成により期待される成果）と
して、【生活課題の解決】【住民間のつながりのさらなる強化】【担い手としての役割や生き
がいの創出】【住民の自助意識の向上】の 4つのカテゴリが挙げられた。 
概念分析の結果を踏まえ, 地域包括ケアが展開されている現代社会における「互助」を以
下の通り定義した：「互助は、住民や住民集団が生活課題を解決し合う行為である。また、
自助や共助・公助のみでは解決できない生活課題の存在を背景に、住民間の交流や生活課題
の共有・共感体験がなされる中で、生活課題を互いに補おうとする自発的な意識が出現する
ことにより形成されうる。そして、生活課題の解決のみならず、住民間のつながりのさらな
る強化や自助意識の向上、担い手としての役割や生きがいの創出を導く。」 

 
互助型コミュニティ形成のためのファシリテーションの探索 
千葉県柏市の豊四季台団地では、地域でのイベントの開催を通じて、住民や利用者との関
係構築を行い、その後、コミュニティ活動への参加を促す要素について半構造化面接調査を
行った。豊四季台団地では、後期高齢者の自主的な組織の立ち上げに携わった。既存の地域
の人間関係を活用することの重要性や、組織運営に必要なグループ内の役割分担の可視化、
参加手続きの簡素化等の構成要素が明らかになった。 
東京都奥多摩町のふれあい農園では、利用者と地域住民の交流を促す管理人（ファシリテ
ーター）の役割について、参加時のこまめな声掛けや参加者への役割の付与、協働作業によ
る対面関係の構築等のポイントが明らかになった。 
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